
 

地域医療構想調整会議（書面開催）に係る御意見及び 

県の考え方について 

 

項 目 医療法人社団岐山会 篠原記念病院の事業計画について 

構 想 区 域 西部構想区域 

御 意 見 等 

削減に至った原因の記載が不十分である。また、削減後

の患者への対応についての記載がない。病棟の稼働率が

55.3％であり、看護職員数から判断すると稼働率の低下は

長期的であり、その原因は患者数の減少であると推測され

る。 

また、削減数が多いため、休棟となる病床がないことに

ついてのコメントが必要である。 

県 の 

考 え 方 

委員の御指摘を踏まえ、当該医療機関へ、病床機能の再

編に至った背景や患者への対応等を改めて確認したところ、

病床削減にかかる事業計画書について、別添青字のとおり

追記の上、再提出がありました。 

この度御意見をいただいた観点も含め、県としましては、

当該事業計画の趣旨は、地域医療構想に沿ったものと考え

ております。 
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病床削減にかかる事業計画書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作成日：令和６年９月10日 
 

医療法人社団岐山会篠原記念病院 
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Ⅰ．本事業にかかる病床削減医療機関の概要 

当院は、153床（一般病床30床、療養病床123床）の病床を有する内科・循環器内

科・消化器内科の病院であり、丸亀市を中心に、地域の患者様へ適切な医療・看護

を提供している。生活習慣病の改善に注力し、栄養に関する健康相談も受け付ける

とともに、看取りの病院として社会に貢献していきたいと考えている。 

 

１．医療法人社団岐山会篠原記念病院 

医療機関名称 医療法人社団岐山会篠原記念病院 

開設主体 医療法人 

所在地 香川県丸亀市中府町五丁目12番11号 

構想区域 西部 

許可病床数 

総許可病床数153床 

高度急性期０床、急性期30床、回復期０床、慢性期123床 

休棟０床 

稼働病床数 

総稼働病床数153床 

高度急性期０床、急性期30床、回復期０床、慢性期123床 

休棟等０床 

１日あたり患者数 

（稼働率） 

入院患者数 84.7人/日（55.3％） 

外来患者数 2.4人/日       

標榜診療科 内科、循環器内科、消化器内科 

職員数 78人 

（ 医  師 ） ４人   

（看護職員） 39人 

（専 門 職） ３人 

（事務職員） ８人 
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Ⅱ．構想区域における現状と課題 
香川県の地域医療構想によると、西部構想区域では、必要病床数に比べて慢性期病

床が過剰となっており、構想策定時に示された中讃圏域の必要病床数の推計値では、

医療機関所在地ベースで、2015年では1,098.5床だった慢性期病床は、2025年に844.0

床、2040年には816.3床と、より減少していく推計となっている。 

当院においても、介護施設や在宅医療への移行等によって、療養病床への入院需要

（患者数）は減少してきており、また、看護職員等の確保も年々困難となっている。 

こうしたことから、持続可能な医療提供体制を確保し、将来にわたって地域医療へ

の貢献を果たすため、慢性期病床のダウンサイジングを通じて、限られた医療資源を

効率的に活用し、地域のニーズに合った適正な病床の運用を図る必要がある。 

 

Ⅲ．病床削減計画の概要 

 
※削減後は、休棟等する病床が無いようにしてください。 

※削減に当たっての考え方については、削減する機能の病床について、削減に至った原因

（患者の減少等の医療機関の経営上の都合による病床削減は、地域医療構想の実現を目

的としたものでないと捉えられる可能性があります。）、削減後の患者への対応等につ

いて記載ください。 

 

機能 
削減前 

病床数 

削減後 

病床数 
削減に当たっての考え方 

高度急性期 ０床 ０床  

急性期 30床 ０床  

回復期 ０床 30床  

慢性期 123床 88床 
将来の医療需要等も踏まえつつ、多床室を
削減し、患者様のプライバシーの確保等を
図る。 

休棟等 0床 0床  

病床数合計 153床 118床  
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Ⅳ．具体的計画について  
 
１．病床削減後の診療体制 
  病床削減後は、当院内の医療資源を集約することによって、より質の高い医療や

手厚い看護体制の確保を目指す。特に、療養病棟の詰所から遠い多床室を削減する

ことにより、一人ひとりの病状管理がしやすくなるとともに、空いたスペースを利

用して、より効率的なリハビリテーションを提供するなど、患者様の療養環境の向

上を図る。 

  なお、今回の病床機能再編後、休棟等は残らないこととなる。 

構想区域 西部 

許可病床数 118床 

区分ごとの病床数 

高度急性期      ０床 

急性期        ０床 

回復期        30床 

慢性期        88床 

標榜診療科 内科、循環器内科、消化器内科 

 
 
２．病床削減完了予定年月日 

病床削減完了予定年月日 令和７年８月31日 

 


